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みずほ 『変革・加速プログラム』

経営・企業風土の変革

目 次

コスト構造の変革・加速

事業戦略の変革・加速

２００２年度業績予想
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新経営陣の下、4月以降の対応を更に「変革し、加速する」
ことで持続的な企業価値向上と信認の回復を目指す

環 境 認 識

nデフレ経済の深刻化

n企業業績・株価の低迷

n『金融再生プログラム』

n銀行・業績不振企業に対する

厳しい市場評価

n財務・収益構造の抜本改革

n統合効果・分社経営メリットの

早期実現

n市場及び顧客からの信認

外 部 環 境 みずほの課題
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２００２年度業績予想
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みずほ銀行 みずほ
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行

経常収益    35,000 業務純益
（一般貸引繰入前）

     8,600     4,300     4,300

経常利益 △ 2,100 経常利益 △3,100 △ 1,300 △ 1,800

当期純利益 △ 2,200 当期純利益   △2,100 △ 1,000 △ 1,100

ＢＩＳ比率 １０％程度 与信関係費用   △10,400 △ 5,000 △ 5,400

みずほＨＤ
連結

２行合算単体ベース

【単位：億円】

2002年度業績予想
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「企業再生コスト」及び「最終処理加速コスト」を追加で織り込み

追加与信関係費用 4,400億円（年度10,400億円）

02年度 与信関係費用見込２行合算

区分劣化

最終処理ｺｽﾄ

ベース処理

5,900 1,700

下期

追加・前倒し

4,500 1,600

年度計

10,400 3,300

1,600

【単位：億円】
下期

1,400

1,300

2,700

上期

2,800

4,400

通期

3,100

2,900

6,000
¦¦

（当初見込）

企業再生コスト

要注意・要管理先に

対する対応強化

最終処理加速コスト

最終処理１兆円追加

年間ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ額 2.5兆円
（うち、下期 1.5兆円）
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ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化 １兆円追加要注意・要管理先に対する対応強化

n 顧客の企業再生に積極的に取り組み、

事業再構築・支援を行う際に生じるコス

トを追加で織り込む

à 以下の体制整備を実施

企業ﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ （10月設置済）
企業第一部～第五部 ・・・日系（業種別）

国際企業部 ・・・非日系

企業ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ室 （7月設置済）

n 不良債権残高（金融再生法ベース）

02/9末：5兆円 → 03/3末：4兆円台半ば
厳格な自己査定による影響を考慮しても、

大幅に減少見込

02年度下期 追加処理の内容

新規発生
７,５００

破綻
懸念先
以下

２６,４７６ 最終処理の更なる
加速により、３割減少

要管理
債権

２３,２５５

<02/9末> <03/3末見込>

破綻
懸念先
以下

【単位：億円】

ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化

１５,０００

要管理
債権

企業再生コスト：２，８００億円 最終処理加速コスト：１，６００億円

みずほ銀行

みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行

不良債権比率
６．２％

２行合算
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みずほ『変革・加速プログラム』
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みずほ『変革・加速プログラム』（骨子）

nスピード経営の実践
→ 『変革・加速プログラム』へのコミット、経営体制のスリム化、透明性の確保

n ｸﾞﾙｰﾌﾟ一体感の醸成と組織の若返り・活性化→能力主義の徹底（若手層支店長登用等）

n統合合理化効果の追加・前倒し（店舗：2年、人員：1年前倒し・1,000人追加削減）

n聖域なきリストラクチャリングの推進
→ 従業員処遇見直し（定例給与・賞与）、経費全般の徹底見直し

nみずほコーポレート銀行 － 市場型間接金融モデルへのフルモデルチェンジ

nみずほ銀行 － コストの徹底削減と価格（利鞘・手数料）の適正化

経営・企業風土の変革 ～ 活力と変革力に溢れ、スピード感のある組織へ

コスト構造の変革・加速 ～ 05年度経費 7,300億円（02年度計画比▲1,700億円）

事業戦略の変革･加速 ～「量から質への転換」と「分社メリットの徹底追求」
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スピード経営の実践
経営・企業
風土の変革

活力と変革力に溢れ、スピード感のある組織への変革

CEOのリーダーシップ
n『変革・加速プログラム』へのコミットメント

事業戦略とｺｽﾄ構造の変革・加速を主導

経営体制のスリム化

n取締役・執行役員 20％削減（02/3対比▲30％）

n持株会社・傘下行の本部組織スリム化
Ø持株会社実働人員：22％削減
Øみずほコーポレート銀行：企画部門全廃
Øみずほ銀行：本部人員大幅削減

経営の透明性と
ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨの確保

n社外取締役の拡充
nアドバイザリーボードの設置 （7月実施済）
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n若手層の支店長登用
－ 支店長公募制度の導入（来年1月）

－ 30歳台を対象に50ヶ店

n組織の大幅な若返り実現
－ ニューキャリア支援制度導入

（早期退職促進プラン）
（来年1～3月：500名目処）

若手層の早期育成・積極登用

グループ一体感醸成と組織活性化

n「ジョブ公募制度」の強化
n大規模人事異動の実施による

適材適所の人材再配置

適材適所の人材配置の徹底

n３６０度評価の対象拡大
－ 全管理職（5,000名）対象

（今年度中に実施）

n「行動面における『みずほ』の

共通評価軸」による評価の徹底

公平・公正な人事評価の実現

n「みずほｸﾞﾙｰﾌﾟｱｳｫｰﾄﾞ」の設置
（今年度下期に実施）

グループ共通意識の向上

能力主義の徹底と課題解決に挑戦しつづける
チャレンジスピリッツの共有

経営・企業
風土の変革
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コスト構造の変革・加速 ①

統合効果の徹底追求、大胆なリストラによるコスト削減
n 05年度 経費 7,300億円 （02年度計画比 ▲1,700億円（▲20％））
n当初健全化計画対比では累計2,500億円の削減

7000

7500

8000

8500

9000

9500

02年度 03年度 04年度 05年度

当初健全化計画（01/8）
基盤強化ﾊﾟｯｹｰｼﾞ（01/11）
変革・加速ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（02/11）

（億円）
02年度～05年度削減累計

▲1,000億

▲1,500億
累計▲2,500億

コスト構造の
変革・加速
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コスト構造の変革・加速 ②

n拠点数：現計画２年前倒し
－今後1年半で国内本支店120ヶ店削減 → 03年度末 460ヶ店（98年度末比▲30%）
－今後1年半で海外拠点(※)13拠点削減 → 03年度末 43拠点（98年度末比▲60%）

(※) 海外支店＋現地法人

n従業員数：現計画１年前倒し＋追加 ▲ 1,000名
－04年度末までに6,300名削減 → 04年度末 24,000名体制（98年度末比 ▲11,000名）

統合合理化効果の追加・前倒し

n役員報酬 30％削減
n従業員処遇：部店長級 ▲20％、平均▲10％の年収カット

－定例給与、賞与の削減 （組合との労使協議を前提）
－各人の貢献度に応じたメリハリある処遇の実現（ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ職への転換促進等）
n物件費の削減

－不動産関連費、業務委託費、一般経費等 全般にわたる徹底見直し

聖域なきリストクラクチャリングの推進

コスト構造の
変革・加速
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「量から質への転換」と「分社メリットの徹底追求」

事業戦略の変革・加速

みずほコーポレート銀行
市場型間接金融モデルへのフルモデルチェンジ

みずほ銀行
コストの徹底削減と価格(利鞘･手数料)の適正化

事業戦略の
変革・加速
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みずほコーポレート銀行（CB) ①

nｱｾｯﾄ依存型ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙから脱却し、ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽを中核
とする市場型間接金融ﾓﾃﾞﾙに転換
n経営資源の大胆なシフトと大幅な機構改革を実施（本年12月実施）

n ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの創造･拡大

n ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの強化

n 国際業務の戦略的再構築

n 戦略部門への経営資源ｼﾌﾄ

Ø非金利収入比率 50％

Øﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの強
化による資産効率向上

Ø資金調達構造の改革
(外部負債･金融債圧縮)

事業戦略の
変革・加速
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ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ創造・拡大－ CB ②

n 人員大幅増により200人体制のｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽﾕﾆｯﾄ新設（12月実施）

n「強み」を徹底活用し、資金の安定供給とB/S・P/L構造改革を実現

n強力な顧客基盤

上場企業の7割と取引

n ｼ･ﾛｰﾝ ﾏｰｹｯﾄｼｪｱ
40%強と圧倒的

n販売先の捕捉率
金融機関・機関投資家

をほぼ全て網羅

みずほの強みみずほの強み 資金の安定供給と資金の安定供給とB/SB/S・・P/LP/L構造改革構造改革

貸出

ｼﾛｰﾝ組成額

n顧客の資金ニーズ充足

n手数料収入の増加

n適正スプレッドの確保

n ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化

nリスクアセットの圧縮

n調達構造の改革
（外部負債・金融債の圧縮）

ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ
ﾋﾞｼﾞﾈｽの

創造・拡大

事業戦略の
変革・加速
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n 海外進出日系企業1万社との取引強化

n 日系企業の中国進出サポート強化

－中国営業推進部の設立（7月）

－中国４大商業銀行との業務提携（10月）
n海外拠点の更なる削減

－ ▲13拠点（03年度末 43拠点）

n貸出資産の圧縮／ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ改善

－ 非日系ﾘｽｸｱｾｯﾄ 3兆円削減（今年度）

強靭でバランスの取れた収益体質へ転換するため、
日系企業取引強化・業務のスリム化を推進

日系企業取引への重点化 非日系取引全般の見直し

海外拠点のリストラ推進

国際業務の戦略的再構築－ CB ③
事業戦略の
変革・加速
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事業戦略の変革に向け、人的資源を重点領域に大胆にシフト
n各ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ﾕﾆｯﾄの企画部全廃、営業・業務体制の徹底効率化（▲850名）

n重点領域（ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業・企業再生）に集中配置(＋500名)

経営資源の大胆なシフト－ CB ④

人員削減▲350

ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業

企業再生
650

3,100

企画管理
リスク管理・審査
事務・システム等

1,700

リスク管理、審査
事務・システム等

1,250

内外ＲＭ担当
市場フロント等

1,200企画部全廃
営業・事務効率化

▲850（▲25%）

3,450

ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業 150

内外ＲＭ担当
市場フロント等

1,600

【2002年4月時点】 【2003年3月予定】

重点領域強化
＋約500（＋330%）

（人数は基幹職ベース）

• ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ拡大
＋150名（12月実施）

• ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業強化
＋230名（12月実施）

• 企業再生ﾋﾞｼﾞﾈｽ確立
＋150名（10月実施済）

事業戦略の
変革・加速
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Øｺｽﾄ・ｽﾋﾟｰﾄﾞ・ｻｰﾋﾞｽ

で競争優位確立

Ø業務粗利益経費率

40％台

みずほ銀行（BK）①

nネットワーク・顧客基盤に加え、コスト・スピード・サービスに

おいても競争優位な地位を確立

充実した
ネットワーク
（有人・無人
ﾘﾓｰﾄﾁｬﾈﾙ）

圧倒的な
法・個人
顧客基盤

nリストラの徹底的な前倒し

n顧客ｾｸﾞﾒﾝﾄ別戦略展開

n貸出金利・手数料の早期
適正化

ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体
の豊富な
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ

事業戦略の
変革・加速
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経営健全化計画ベース

15,000

20,000

23,437

従 業 員 数

人員削減（約4,000人）1年前倒し

400

500

02年度初

563

国内本支店数

統廃合（約120ヶ店）2年前倒し

03年度末

440程度

リストラの徹底的前倒し－ BK ②

05年度末

2年
1年

02年度初 04年度末 05年度末

（店） （人）

事業戦略の
変革・加速
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顧客ｾｸﾞﾒﾝﾄ別戦略（個人）－ BK ③

1．ﾌﾟﾗｲﾑ層（ﾒｲﾝ先）の取引維持深耕
2．PB顧客の取引開拓・深耕

－顧客ﾆｰｽﾞに対応したｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業

3．ﾛｰﾝ顧客の獲得
－獲得ﾁｬﾈﾙ拡充･審査ｽﾋﾟｰﾄﾞ向上･住宅

ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ再配置

4．既往顧客のﾌﾟﾗｲﾑ層へのﾗﾝｸｱｯﾌﾟ
－会員制ｻｰﾋﾞｽを05/3に1千万人

5．ATM・ﾘﾓｰﾄﾁｬﾈﾙ機能強化による
ﾛｰｺｽﾄ・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの推進

6．ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業の相互連携によるｼﾅｼﾞｰ
徹底追求
－銀行・証券・信託間の共同店舗の推進

顧客数

粗利益

1.ﾌﾟﾗｲﾑ層1.ﾌﾟﾗｲﾑ層

0　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　60%　　 　90%    100%

口座利用層 ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ層

100%

10%

5%

4.ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ4.ﾗﾝｸｱｯﾌﾟ5.ATM・ﾘﾓｰﾄﾁｬﾈﾙの強化
ﾛｰｺｽﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

2.PB顧客2.PB顧客

3.ﾛｰﾝ顧客3.ﾛｰﾝ顧客

6.ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業連携に
よるｼﾅｼﾞー 効果

個人マーケット：ﾘﾚｰｼｮﾝ強化による顧客構造の改革

事業戦略の
変革・加速
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貸出金利の早期適正化－BK ④

n下期前半に集中交渉の実施

n金利ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに拘った適正ﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞの徹底

n低格付先へのミニマムライン運営の徹底

n支店評価項目に積極的に組入

02/3 02/9 03/3

02年上期実績：5bp
（低格付先には17bp改善）

02年下期目標：20bp金
利
水
準

高

低

引上げ

事業戦略の
変革・加速
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みずほ『変革・加速プログラム』まとめ

事業戦略

人員
拠点
処遇

人事

役員

05年度04年度03年度02/下

役員削減・報酬カット

賞与・定例給与カット

支店長公募制度導入
（若手層支店長登用）

ﾆｭｰｷｬﾘｱ支援
(早期退職促進ﾌﾟﾗﾝ)

360度評価拡大

本部人員スリム化

みずほｸﾞﾙｰﾌﾟｱｳｫｰﾄﾞ

人員6,300人削減→05/3末 24,000人

国内支店120ヶ店、海外拠点13拠点削減

05年度経費
7,300億円

（02年度計画比
▲1,700億円）

CB 経営資源シフト
ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ

企業再生

BK 店舗統合前倒し（120ヶ店削減）

BK 人員削減前倒し（4,000名削減）

2年前倒し

1年前倒し

リ
ス
ト
ラ
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本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保

証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変

化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。


